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言説の機能

1． 客体への話・実践の話・トピックの話を管理する。

できる話、できない話

ある話ができる状況、できない状況

ある話ができる話し手、できない話し手

2． 知識を管理する、取除く、濾過する、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんばつ),選抜)する。

専門分野・科学・医療科学の例
3． 言説は真理を探す、特定する、決める、正当化する。真理ではないことを「虚偽」にする。

真理への「意志」、真理の「成立」に歴史がある。

「真理」にしたいことに、うらづける・証明する方法論を決める。そうではない方法を取除く。

「真理」を発信する形態を決める。

４．　この「真理」は、「知識」にする。

近代化している社会では、「知識」は民主的で、透明感がある、真実であるはず。

「知識」が他の知識や知識システムを排除している・禁止していることは、隠す機能をしている。

